
■ 主催 コルサスポーツサークル（CORSA）

■ 開催日  2009年9月20日（日）
 
■ 開催エリア 群馬県内
 
■ スタート会場
　　　　　　　　北軽井沢ふれあいプラザ

■ セレモニアルスタート
　　　　　　　　北軽井沢ふれあいプラザ

■ サービスパーク
　　　　　　　　北軽井沢ふれあいプラザ

■ ゴール会場
　　　　　　嬬恋村農村環境改善センター
 
■ セクション数 ２
 
■ SS本数  ７本
 
■ SSトータル距離 16.88km
 
■ 総走行距離 約120km
 
■ 参加台数 51台
  Class 1　１0台
  Class 2　5台
  Class 3　10台
  Class 4　24台
  Class 5　２台
 
■ 完走台数 47台 （不出走１台）

■ 取材媒体

　　　株式会社 三栄書房
　　　WRCプラス
　　　株式会社 芸文社
　　プレイドライブ

2009年9月20日（日）、『TRDヴィッツチャレンジ Round 4 in 群馬』が群馬県
北軽井沢周辺で開催された。

前回6月に開催された『Round 3 in 蓼科』から、約3ヶ月の長いインターバル。
今回は51台ものエントリーがあり、前ラウンドよりさらに参加台数を伸ばした。

昨年同様スタート会場となった「北軽井沢ふれあいプラザ」だが、昨年には無
かったヘリポートが出来ており、さらに広さを増したパドックには、色とりどりの
ヴィッツラリーカースタートに向けて着 と々準備を進めていた。　久々に集う仲
間との会話でほころぶエントラントの笑顔。　雲ひとつない秋晴れの青と、空野
に咲く秋の草花でスタート会場はたいへん華やいでいた。

群雄割拠のクラス１・３（オープンクラス）はそれぞれ10台のエントラントが出揃
い、また、クラス４（チャレンジクラス）には今回も数台の初参加者が出場。
そのなかには、有名ラリードライバー竹平素信氏と、ラリー初挑戦となるご子息
のコンビも参加。　ヴィッツチャレンジには親子クルーが多く、家族の絆を深める
ことのできる存在として成り立っていることも特筆すべき点であろう。

我が子が駆るラリーカーのコ・ドライバーを務めることになった竹平素信氏は
「ヴィッツチャレンジという入門ラリーの存在があったからこそ息子がラリーを始
められるきっかけとなった。親子でラリーに参加できたことは大変嬉しい。」と笑
顔で語った。

全日本のラリーコースにチャレンジ！！
2009シリーズ後半戦!!

秋色濃い北軽井沢のやまなみに、
51台のヴィッツラリーカーが集結！！
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午前4本のSSを走破したエントラント達は、「ふれあいプラザ」に
戻ると1時間半のサービスとなる。　昼食やメンテナンスど、各々
時間を有効に使い、午後のセクションに向けての鋭気を養う重
要な時間だ。

午後のセクションは、昨年も使用したエリアで、北軽井沢から嬬
恋方面にコースを取る。　SS５は浅間山の中腹を走る、軽い
アップダウンのある林道SS。　SS６・７は、ハイスピードならでは
のテクニカルさが要求される今回最長の林道SSとなった。

計測器のトラブルによりSS６がキャンセルとなったが、３台のリタ
イヤを除く47台が見事北軽井沢の山 を々走破した。

早朝からのレキ・車検・ブリーフィング
を経たヴィッツラリーカーは、秋の気
配が濃くなったラリーコースへとス
タートする。
今ラウンドは、ヴィッツチャレンジ始
まって以来のオールターマック（舗装）
となった。

オールターマックの群馬ラウンド、グラ
ベル比率70％の蓼科ラウンド・・・、バ
ラエティに富むようコース作りに取り
組み努力するヴィッツチャレンジには、
今後もさらなる展開が期待できよう。

午前のセクションは、北軽井沢から長野原方面へと向かい、今年
新たに開設されたコースにチャレンジ。
SS１・３はややハイスピードの林道SS。　１週間前まで草に覆わ
れていた路面は、オフィシャルの尽力により走りやすい路面へと
整備されていた。
SS２・４は、うっそうとした森深い山中にある、ストレートとヘアピン
を繰り返すテクニカルな林道SS。
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1500cc（NCP91）チャレンジクラス

1000cc（SCP10）オープンクラス

1000cc（SCP10）チャレンジクラス

1000cc（SCP10）チャレンジクラス

次戦最終ラウンド「Round 5 in 長野」は、10月２5日（日） 長野県菅平周辺で開催いたします。

1500cc（NCP91）オープンクラス

主　幹 ： ＴＲＤヴィッツチャレンジ事務局（株式会社プロクルーズ内）

1000cc（SCP10）学生対抗クラス

ヴィッツラリーカーはコスモスの咲く国道144号を走り、ゴール会場「嬬恋村農村振興センター」へと移動。　表彰式が行われた。

　優 勝 早稲田大学（吉久 彰人／関根 慎二）

　優 勝 毛受 広子／柿澤 廣幸

２ 位 山岸 健／竹田 充

３ 位 辻 泰明／石川 恭啓

　優 勝 加藤 剛／柳沢 清人

２ 位 野村 長／森脇 克也

３ 位 河野 和彦／松村 孝也

　優 勝 新井 祐一／小泉 雅之

　優 勝 岡田 厚志／青山 茂樹

２ 位 鈴木 歩／平石 康仁

３ 位 松尾 行浩／佐藤 大

４ 位 苗村 貞明／花川 俊一

５ 位 小林 直広／羽澄 みどり

６ 位 中島 希光／細谷 裕一
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